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図 1：対象史跡とその範囲 (市内所在の史跡指定地）

◆目的
本市は、史跡の確実な保護を進めることを基本としつつ、市民や来訪者、そして受け継ぐ将来の
人々にとっても分かりやすく魅力的な史跡指定地の整備を図ることを目指し、「太宰府市文化財保存
活用計画／大宰府関連史跡に関する保存活用方針」を平成 17年に策定し、大宰府関連史跡の一体的
な保存活用の推進に取り組んできたところです。
その策定から約 10年の時を経て、史跡を取り巻く環境は、近年、保存とともに活用面についても
関心が高まっています。特に平成 22年以降は文化遺産を基礎として、市民が主体的に活動し始めて
います。
本方針は「大宰府関連史跡に関する保存活用方針／平成 17（2005）年策定」の見直しに位置づけ
られるもので、上記の大宰府関連史跡を取り巻く社会情勢等の変化を踏まえ、太宰府に点在する８つ
の史跡を大宰府関連史跡として俯瞰的に捉え、一連のものとして保存活用していくことを目的としま
す。

◆対象
本方針では大宰府関連史跡のうち、太宰府市に所在しない基肄城跡を除く下記の８つの史跡を対象
とし、かつ、その史跡指定地内の太宰府市域についてを対象とします。
■国指定特別史跡「大宰府跡」、「大野城跡」、「水城跡」
■国指定史跡「観世音寺境内及び子院跡」、「筑前国分寺跡」、「国分瓦窯跡」、
　　　　　　「大宰府学校院跡」、「宝満山」

本方針の対象範囲
（市内所在の史跡指定地）

図 2：本方針と各史跡の保存活用計画との関係

◆方針の役割
本方針は、大宰府関連史跡を一体的に保存活用していくための方針であり、今後順次策定に取り組
んでいく大宰府関連史跡を構成する８つの史跡、それぞれの保存活用計画の上位に位置するもので
す。

大宰府関連史跡に関する保存活用方針（概要版）

◆保存活用の進め方
本市は、大宰府関連史跡の一体的な保存活用に向けて、8つの史跡それぞれに保存活用計画を策定
し、その推進を図ります。その策定については、関連計画や関連事業の予定及び大宰府関連史跡に関
わる県、九州歴史資料館、周辺市町との協議を踏まえ、段階的に行います。現段階における保存活用
計画の策定スケジュールを以下に設定します。前期、中期、後期を併せた全体としての計画策定期間
は最短で概ね 10年を想定します。
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表 1：保存活用の進め方
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◆大宰府関連史跡の価値と保存活用方針

（１）大宰府関連史跡の価値

　○歴史的価値

　○史跡群としての価値

　○人と遺跡が共生してきた価値

（２）基本理念

「大宰府関連史跡が生み出す心地よい空間

　　　～生活と共生する８つの史跡～」

（３）基本方針
国、県、九州歴史資料館、周辺市町、関係機関と連
携し、市民の理解と協力を得ながら大宰府関連史跡の
保存活用に取り組みます。

１）保存の方針

大宰府関連史跡それぞれ個別の保存活用計画の策定
とその周知をはかっていくことで、大宰府関連史跡の
一体感を守り高める保存管理の充実に取り組みます。

２）活用の方針

大宰府関連史跡の保存を第一に、学校教育、生涯学
習、健康福祉、観光等にも資するため、山並みの緑を
活かし、人々のくらしとの調和に配慮した活用策の充
実に取り組みます。

３）整備の方針

8 つの史跡の一体感を高め、国の特別史跡・史跡に
ふさわしい大宰府関連史跡の整備の推進に取り組みま
す。具体的な整備にあたっては、史跡の価値をわかり
やすく表現することを目的とし、整備のやり方は様々
な手法を検討して適切な手法を用いることに配慮しま
す。

４）管理・運営の方針

市民の参画を積極的に取り入れた大宰府関連史跡の
一体的な管理・運営を目指します。そのために市民団
体や関係機関等との連携を強化していきます。
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大宰府関連史跡一体的な保存管理の充実

山並みの緑を活かす活用策の充実

生活との調和に配慮した活用策の充実

大宰府関連史跡の価値を表現する整備の推進

大宰府関連史跡の一体感を感じられる散策ルートの充実

大宰府関連史跡の一体的な管理・運営

大宰府関連史跡と調和した周辺景観の保全に向けた関係機関等との連携

【基本方針図】


